
このたびは、　　　　　　LED警告灯をお買い上げいただきましてありがとうございます。

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

取扱説明書はいつでもお読みできるように大切に保管してください。

なお、ご不明な点は最終ページに記載しています技術相談窓口へお問い合わせください。
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LAB-12F/T

LAB-24F/T

型式 ヒューズ容量

1A

LAB-12F

LAB-24F

型式 ヒューズ容量

1A

2. 各部の名称と寸法

3. 取付方法

●

4. 配線方法

5. 保守・点検

本製品を安全重視の保安目的で使用される場合には必ず日常の点検を実施し、
万一の不具合・故障発生時のために他の機器との併用をおこなってください。

警告

●
●

●

配線は必ず電源を切っておこなってください。ショートによる内部回路の焼損の危険があります。
配線時は必ず使用電圧範囲でご使用ください。過電圧は内部回路の焼損などの故障原因とな
ります。
警告および注意事項に反したお取り扱い、および改造、天災などによって生じた故障につい
ては保証できません。また本書に記載したこと以外の使い方はしないでください。

●本体の電源ハーネス組立を配線する際は、電源ハーネス組立の先端を下方向に向けて
配線をおこなってください。上方向に向けて配線をおこなうと浸水の原因になります。

注意

●

●

●

●

●

レンズをはずしたままでの走行や放置はしないでください。

配線は必ず電源を切っておこなってください。ショートによる内部回路の焼損の危険が

あります。

配線時は必ず使用電圧範囲でご使用ください。過電圧は内部回路の焼損などの故障原因

となります。

本体の汚れは、水またはガラスクリーナーなどをふくませたやわらかい布で拭きとってく

ださい。シンナーやベンジンなどを使うと表面を侵し、変色変形する恐れがあります。

基板やシャシを取り扱う際は、ケガ等に注意してください。

注意

①付属品の六角ボルト、平座金、ナットを使ってアングルを土台（車輌）に固定します。
　この際、アングルの方向に注意して取付けをおこなってください。

②付属品の六角ボルト、平座金を
　使って本体をアングルに固定します。

・本体とアングルとの固定時の六角ボルトの
　適性締め付けトルクは5N・mです。

●
●
●
　
●
　
●

●

車両走行中の使用は道路交通法で規制されており許可を必要とします。
不灯など予期せぬ故障に対する安全対策として他の機器と併用をおこなってください。
逆さ取付けをおこなう際は、レンズ正面の“UP”の表示が上向きになるようにレンズを
付け替えてください。レンズを逆さに取り付けた場合、浸水します。
強い振動や繰り返しの衝撃が起こる恐れのある場所への取付けは土台側を充分な補強を
施したうえで使用してください。
ラジオ・無線機のアンテナおよび配線などから出来る限り遠ざけてください。ラジオや
無線機に影響が出る場合があります。
外部突起物規制に適合するためには次の注意事項を守って下さい。
1.バンパーに取り付ける場合は b)側面取付、d)側面逆さ取付は不適合になります。
2.バンパーに取り付ける場合は＆印寸法を20mm以上確保してください。

注意

3）動作説明
●Fタイプ（親機・子機切替可能）の場合
・電源入力線〔赤線〕に電源電圧を印可するとスライドスイッチをA側にしていた場合 
　はトリプルフラッシュ、B側にしていた場合はシングルフラッシュで点滅します。
　このとき、灰色線からはそれぞれの点滅パターンの同期出力信号が出ています。
・スライドスイッチをCにすると、Tタイプ同様、子機機能になります。
　※出荷時、スライドスイッチはA（トリプルフラッシュ）に設定しています。
●Tタイプ（子機専用）の場合
・電源入力線〔赤線〕に電源電圧を印可し灰色線をFタイプの灰色線と結線すると、Fタイ
　プの同期出力信号にて同期点滅します。このとき、電源電圧はFタイプと同じバッテリー
　にて配線してください。

・スライドスイッチはAまたはBを選択してください。
・灰色線は絶縁テープなどにて絶縁処理をおこなってください。
・TタイプもしくはFタイプの子機機能設定はFタイプと必ず同期させてください
（単独での使用はやめてください）。

・親機と子機の信号線を1つに結線してください。
・親機、子機の電源は同じバッテリーに全て配線して下さい。
・出荷時、スライドスイッチはA（トリプルフラッシュ）に設定しています。
・LED警告灯（LAR型）も同様に同期点滅をさせることができます。LAR型にもF
　タイプとTタイプがあります。
・親機1台で最大30台の子機を同期させることができます。

4）結線例
ａ）単独で使用する場合（Fタイプの場合のみ）

ａ）レンズ交換の手順
①本体背面側4ヶ所のタッピンねじ
4×20を外し、レンズを取り外します。

②レンズを交換した後、レンズのおも
て面の“UP”の文字が読めるように
レンズの上下を確認して、①の逆の
手順で本体背面側から4ヶ所ねじで固
定します。（締め付けトルク：1.4 
N・m）その際、防水パッキンによじ
れやうきがないことを確認してくだ
さい。

ｂ）LED基板組立交換の手順
①「レンズ交換手順」に従ってレンズを外
　します。
②LED基板組立B・C（側面方向基板）の3P
　コネクタを外します。
③LED基板組立B（側面方向基板）を止めて
　いるばね・平座金付なべ小ねじM3×6（※
　部2ヶ所）を外し、基板を取り外します。
④LED基板組立C（側面方向基板）も③と同
　様に取り外してください。（☆部2ヶ所）
⑤＋タッピンねじ4×10（△部4ヶ所）を外
　し、LED基板組立Aを取り外します。
⑥LED基板組立Aを上方向に持ち上げ、点滅
　基板組立の6Pコネクタを外すと、LED基
　板組立Aが本体から外れます。
⑦絶縁シートを取り外します。
⑧新しいLED基板組立（A～C）と交換後、
　①～⑦の逆の手順で組立をおこなってく
　ださい。
　（締め付けトルク：0.7 N・m △部　
　　　　　　　　　  0.3 N・m ☆・※部）

ｂ）複数台で使用する場合

※出荷時、スライドスイッチはA（トリプルフラッシュ）に設定しています。

※出荷時、スライドスイッチはA（トリプルフラッ
　シュ）に設定しています。

※取付けの状況によっては、本体を固定
　しているアングルから外して作業をお
　こなってください。

・スライドスイッチはレンズを外したLED基板組立Aの右下側に設置されています。
・Tタイプにはスライドスイッチは設置されていません。

1）リード線機能一覧表
色

赤

灰

黒

線　径

0.5mm2

0.5mm2

0.5mm2

機　能

電源入力線 ＋

同期信号入出力線

アース線 －

2）スライドスイッチ機能一覧表〔Fタイプのみ〕

A

C

B

点滅パターン

トリプルフラッシュ

同期フラッシュ（子機機能）

シングルフラッシュ

UP

電源ハーネス組立

UP

配線へ

配線へ

配線へ

配線へ

正立取付の場合 逆さ取付の場合

UP

C
A

B

電源スイッチ

ヒューズ

バッテリー 黒 赤

絶縁テープ

灰

スライドスイッチ

C
A

B

スライドスイッチ

ヒューズ

※ヒューズ

バッテリー

黒 赤 灰

（親機）

ヒューズ

黒 赤 灰

（子機） （子機） （子機）

電源スイッチ

※部のヒューズ容量は総
灯数の消費電流がヒュー
ズ定格電流の70％以下に
収まるように設定してく
ださい。

（親機）LAB-F型のスライドスイッチをAもしくはBに設定
　　　　しているもの
（子機）LAB-F型のスライドスイッチをCに設定したもの　
　　　もしくはLAB-T型

六角ボルト
（M6×20）

アングル

平座金

平座金

ナット

土台

40

レンズ取付方向指示図

取付可能板厚：10mm以下

アングル固定方法

電源ハーネスを土台に貫通さ
せる際には、φ10mm以上の
穴が必要です。

アングル固定用穴
（φ7mm、2ヶ所）

固定用下穴（土台側）加工例

アングル取付方向指示図

アングルつば部
（上図♯部）

本体

平座金

六角ボルト

アングル

※

※

LED基板組立B LED基板組立C

LED基板組立A

防水パッキン △

△

△

△

☆

☆

3Pコネクタ

6Pコネクタ

絶縁シート

＋タッピンねじ

（4×20）

A

B

C

UP

C
A

B

C
A

B
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〔Tタイプには設置
   されていません〕
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図1　使用可能首振り角度
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a)正立取付 b)側面取付

c)逆さ取付 d)側面逆さ取付
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